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むに
任
せ:

時
に
賞
、
む
と
遇
う

主
円
松
秀
専
を
挺
で

慧

色

喬

樹

に

出

づ

極
め
て
清
波
の
深
き
を
眺
め

緬
か
に
石
壁
の
素
き
に
映
ず

情
を
堂
い
て
余
浮
無
く

衣
を
払
い
て
塵
務
を
釈
つ

仁
を
求
む
る
は
既
に
我
白
り
す

玄
風
量
外
に
首
都
わ
ん
や

直

置

と

し

て

宰

る

所

を

忘

れ

粛
散
と
し
て
慮
を
遺
る
る
を
得

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
八
)
般
東
山
防
(
興
崎
)
仲
丈
(
小
川
)

(
八
)

健
太

[
押
韻
]

O
趣

遇

樹

・

務

(

去

声

十

遇

)

O
素

・

慕

(

去

声

十

暮

)

O
慮
(
去
声
九
御
)

[
校
勘
]

山
展
遊
任
所
翠
「
田
辰
遊
任
所
司
」
〈
棟
八
郎
本
〉

ω慧
色
出
喬
樹
「
卦
色
出
喬
樹
」
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監

本
・
陳
八
郎
本
・
明
川
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

ゆ
払
衣
釈
農
務
「
払
衣
釈
塵
霧
」
〈
陳
八
郎
本
〉

[
訳
]早
朝
に
出
か
け
て
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
外
景
に
心
を
ゆ
だ
ね
、

の
ん
び
り
と
し
て
道
の
理
を
心
中
に
積
み
重
ね
る
。
雲
を
浮
か
べ
る

空
は
(
私
の
心
と
同
様
)
高
々
と
澄
ん
で
お
り
、
今
こ
の
時
に
山
水

を
味
わ
う
心
境
に
避
遁
し
た
。
青
々
と
し
た
松
は
美
し
い
花
を
抜
け

出
し
て
す
っ
く
と
伸
び
、
愛
矯
の
あ
る
そ
の
色
は
高
い
樹
木
に
さ
し

て
い
る
。
遠
く
清
ら
か
に
波
立
っ
た
っ
ぷ
り
と
し
た
水
流
を
見
や
る

と
、
は
る
か
向
こ
う
の
崖
の
、
石
の
白
さ
に
照
り
映
え
て
い
る
。
(
種

五
九
頁
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晋

朝

に

居

り

て

は

、

輿

馬

・

器

服

は

、

締

一

障

を

窮

極

し

、

後

庭

の

妓

妾

糸

竹

音

を

絶

や

さ

ず

。

高

祖
は
玄
を
諒
し
、
引
き
て
長
史
と
為
す
。
仲
文
は
自
ら
名
輩
先
達
な

る
を
以
て
し
、
常
に
快
快
と
し
て
志
を
失
し
、
乃
ち
出
で
て
東
陽
郡

守
と
為
る
。
鏡
に
照
ら
す
も
其
の
面
を
見
ず
と
。

続
晋
陽
秋
に
云
う
、

に
令
名
有
る
を
以
て
、

数左
十衛
人と
、為

る

う
と

仲
文
の
早

劉
毅
は
博
才
に
し
て
士
を
好
む
。

深
く
相
い
礼
重
す
。
何
無
忌
は
甚
だ
之
を
慕

自
ら
以
て
之
を
進
達
せ
ん
と
し
、
府
中
の
才
子
孫
闇
・
孔
毎
の

徒

を

し

て

、

並

称

し

て

文

義

を

撰

せ

し

め

て

以

て

待

つ

。

仲

文

既

に
志
を
失
し
て
、
呪
忽
と
し
て
此
く
の
如
き
を
知
ら
ず
、
遂
に
相
い

忌
疎
し
、
唯
肢
を
遣
り
て
院
な
る
の
み
。
無
忌
甚
だ
選
忽
な
る
を
以

て
軽
ん
ず
る
な
り
。
大
い
に
以
て
憾
み
と
為
し
、
朝
臣
の
議
の
北
伐

せ
ん
と
欲
す
る
に
及
ん
で
、
無
忌
日
く
、
方
に
今
一
段
伸
文
・
桓
玄

は
腹
心
の
疾
為
り
。
近
き
を
捨
て
て
遠
き
を
事
と
す
る
は
、

非
ざ
る
な
り
と
。
遂
に
此
れ
に
因
り
て
仲
文
を
陥
る
と
。

雑
説
に
云
う
、
謝
霊
運
仲
文
に
謂
い
て
日
く
、

豹
に
半
ば
す
れ
ば
、
則
ち
文
史

錫
は
、
仲
文
の
製
る
所
な
り
と
。

長
策
に

若
し
読
書

斑
固
に
減
ぜ
ず
と
。
又
桓
玄
の
九

『
文
選
集
注
』
江
沌
「
雑
体
詩
」
訳
注
(
八
)
仇
以
来
蹴
(
興
明
)
仲
文
(
小
川
)

[
訳
]紗
に
い
う
、
「
嘱
と
は
眺
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
興
と
は
出
発

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朝
早
く
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

股
仲
文
は
時
に
東
陽
太
守
で
あ
っ
た
。
山
は
湖
に
肉
薄
し
て
お
り
、

そ
の
景
色
を
眺
め
る
た
め
に
朝
早
く
に
出
発
し
、
こ
の
詩
を
詠
じ
た

の
で
あ
る
。
別
集
に
詩
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
江
流
は
そ
れ
に
擬
え

た
の
で
あ
る
。
伸
文
は
名
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
陳
郡
の
人
で
あ
る
口

祖
父
の
融
は
吏
部
尚
書
を
、
父
の
康
は
侍
中
を
務
め
た
」
と
。

王
留
の
晋
紀
に
い
う
、
「
股
仲
文
は
若
い
頃
か
ら
才
知
が
あ
り
、
ま

た
美
し
い
容
貌
を
持
っ
て
い
た
。
畑
一
玄
の
姉
を
要
っ
た
た
め
、
玄
は

殿
仲
文
を
諮
議
参
軍
の
役
職
に
抜
擢
し
た
」

とそ
。れ

を
大
消え
t<-

_!2.. 

び

ニオ二

去主

晋
安
帝
紀
に
い
う
、
「
桓
玄
の
治
世
下
で
、
王
論
は
礼
遇
さ
れ
た
が

身
近
に
仕
え
さ
せ
て
は
も
ら
え
ず
、
(
そ
の
逆
に
)
下
範
は
身
近
に
仕

え
た
が
礼
遇
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
殿
仲
文
へ
の
待
遇
は
、
王
、
話
と
ヤ

範
を
兼
ね
た
よ
う
な
手
厚
い
も
の
で
あ
っ
た
口
晋
朝
に
仕
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
侍
中
・
左
衛
を
歴
任
し
た
口
馬
車
や
器
物
、
服

飾
は
華
美
を
極
め
、
後
庭
の
娼
妓
は
数
十
人
を
数
え
、
日
夜
音
楽
を

絶

や

さ

な

か

っ

た

。

は

桓

玄

を

抹

殺

し

、

(
宋
朝
の
)

高
祖

(
劉
裕
)

ハ
一
頁
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忽
不
楽
、
顧
庭
椀
而
嘆
日
、
「
此
樹
婆
裟
、
生
意
尽
矢
」
(
股
仲
文
は

風
流
儒
雅
に
し
て
、
海
内
に
名
を
知
ら
る
。
世
異
り
時
移
り
、
出
だ

さ
れ
て
東
陽
太
守
と
為
る
。
常
に
忽
忽
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
庭
の
椀

を
顧
み
て
嘆
じ
て
日
く
、
「
此
の
樹
の
婆
裟
た
る
は
、
生
意
尽
き
た
り
」

と
ご
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
『
世
説
新
語
』
矧
免
篇
の
一
節
で
あ

る
、
「
桓
玄
敗
後
、
殿
仲
文
還
為
大
司
馬
次
口
議
、
意
似
二
一
一
一
、
非
復
往

日
。
大
司
馬
府
聴
前
、
有
一
老
棟
、
甚
扶
疏
。
一
段
因
月
朔
、
与
衆
在

聴
、
視
椀
良
久
、
歎
日
、
「
椀
樹
婆
裟
、
無
復
生
意
」
(
桓
玄
敗
れ
て

後
、
股
仲
文
還
り
て
大
司
馬
の
次
口
議
と
為
る
も
、
意
二
三
に
し
て
、

復
た
往
日
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。
大
司
馬
府
の
聴
前
に
、
一
老
塊
有

り
、
甚
だ
扶
疏
た
り
。
段
は
月
朔
に
因
り
て
、
衆
と
与
に
聴
に
在
り
、

椀
を
視
る
こ
と
良
久
し
く
し
て
、
歎
じ
て
日
く
、
「
塊
樹
婆
裟
と
し

て
、
復
た
生
意
無
し
」
と
ご
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
『
世
説
新
語
』

に
よ
れ
ば
、
一
般
仲
文
が
椀
を
見
て
歎
き
を
吐
露
し
た
の
は
杏
議
参
軍

の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
が
、
庚
信
は
東
陽
太
{
寸
に
転

出
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
一
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
清
・

顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
九
「
仮
設
之
辞
」
に
「
古
人
為
賦
、
多
仮

設
之
辞
。
序
述
往
事
、
以
為
点
綴
、
不
必
一
一
符
同
也
。
:
・
:
・
。
興

信
「
枯
樹
賦
」
、
既
言
殿
伸
文
出
為
東
陽
太
守
口
:
・
・
:
(
古
人

『
文
選
集
担
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
一
日
(
八
)
仇
以
来
続
(
興
踊
)
仲
文
(
小
田
)

賦

を

為
す
に
、
仮
設
の
辞
多
し
。
往
事
を
序
述
し
て
、

に
、
必
ず
し
も
一
一
符
同
せ
ざ
る
な
り
。
:
:
:
。
興
信
の

は
、
既
に
一
段
仲
文
出
で
て
東
陽
太
守
と
為
る
と
言
う
。

う
指
摘
が
あ
る
。
「
仮
設
」
と
は
、
典
故
人
物
の
境
遇
を
仮
構
し
て
作

中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法
に
関
し
て
、
加
藤

国
安
『
越
境
す
る
岐
信
(
上
)
!
ー
そ
の
軌
跡
と
詩
的
表
象
』
(
研
文

出
版
、
二

O
O
四
)
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
(
な
お
、
本

項
目
の
記
述
は
同
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
)
。
「
:
:
:
、
こ
の
政

治
家
段
仲
文
の
投
降
、
お
よ
び
帰
順
後
の
苦
悩
は
興
信
の
そ
れ
に
か

な
り
近
似
す
る
。
そ
こ
で
庚
信
は
、
「
仮
設
」
法
を
用
い
て
、
股
仲
文

の
悲
劇
性
を
強
調
し
て
憂
悶
に
沈
む
自
己
の
現
況
を
鮮
明
化
し
よ
う

と

し

た

の

だ

ろ

う

。

あ

え

て

東

楊

太

守

に

移

さ
以
て
点
綴
を
為
す

枯
樹
!欧

ご

と

い

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ

れ
た
後
の
こ
と
と
改
変
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
」

頁
)
。
ち
な
み
に
、
賂
賓
王
「
在
獄
一
一
諒
蝉
」
(
『
全
唐
詩
』
巻
七
十
八
)

の
序
に
、
「
有
古
椀
数
株
駕
。
難
生
意
可
知
、
同
股
仲
文
之
古
樹
(
古

一
概
数
株
有
り
。
生
意
知
る
可
し
と
雌
も
、
段
仲
文
の
古
樹
に
同
じ
ご

と
あ
る
の
な
ど
は
、
一
映
信
に
連
な
る
類
型
表
現
で
あ
る
。

③
王
詔
晋
紀
云
・
:
『
晋
書
』
巻
九
十
九
・
殿
仲
文
伝
の
冒
頭
に
、

「
段
仲
文
、
南
漏
出
校
尉
凱
之
弟
也
。
少
有
才
藻
、
美
容
貌
c

(
二
九

O

従
兄
仲

八
三
頁
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。
二
ハ

。

即

引

為

牒

一
明
長
史
む

甚
相

ち
て
、

即

ち

引

き

参
軍

に

朝
廷
と
i境:

話i主
も

でと

'-----" 

L一一

い
る
)

G

さ
れ
て
い
る
、

あ
ろ
うヲ，、、d羽ガ

玄安
H寺帝
北、紀

{中
容般

貌(中
文

な
り玄、
。在

民、 重重

軍
と

玄、む

之、{我
姉、転

く
し
て
才

じ、

後
に
元

子

り
、
玄
の
姉

し
て

ぴ〉

7王

す
る

る
玄
の

ず

シ」

る

点
部

紀
」
と

「
正
ヨ
寸
L

一

}

『

A
E
b吋
礼

町

一

之
撰・
」経

籍

市上(υ士
橿説
新

0) 

見
之

て
設
仲

び〉
日
制一。

斗
φ
ノ

立国

く
に
及
ん

以
て
諮
議

述
と

日

吉売

上ヒ「我の

く仲

入
り
、

ヴ〉

軍
中

jyき

「
我
が

い
F
7

に
引
く
注
に
、

出叩
l
，sqt
'
 

ず

〕

U
j
i
¥

l
u
z
A
r

コフ
?
h
v

説

新

大
司

老
境

品
作

を
望

り
と
ご

込口

玄

J~女
れ需
て安号 、五 1i
む{立衛¥

従

。
自
以

紀
に
日ヌレιふ

る

以
て

引
き
て

重
き

以
て

昔
の
前

る

な
る
も
、

y
t
A守

をけ
H
h

る;常

-r32: 

し
て
自
失
し
、

i宇

同
じ
鞘

守、〉

す
る
を
以
て
、

。
自
ら
名

。

し
て
後

は
一
屑
を

設
{中

し

ん

司
'
J

2

汁
H
j

I
A
2
2
 レ」

び〉

指
良
久

府

軍主

且
Jコ

徒
る
と

名
望
、

六

詔

烹

宝

い
て
日レ」

〆~、

三玄
iヨ

一
日
父
市
山
l

k
k
R
2
4
1
1
 

、
「
捜
帝
三

旦
以
大

む

し
て令に
す

び〉

乃
半
え
ま

〈
ノ

f
i

を

同

じ

く

と
あ

日

必
当
開
衝



号

揚
太
守
、

「
者
比
一
川
形
勢
、
当

有
り
、
自
ら
必
ず
当
に

号

、

甚

だ

朝
政
。

ヨ、
-1-
Vつ

守
と

で

lう

を
看
る

当
に
復

節
に
付
さ
れ
'、、

不
平
。

7
t
、J
V4titia 

潟
仰

ぢ
ポ
内
口

一
イ

J

，4
1

7)￥ iこ
I)PJ 

衡

る

ら
ず
。

立ヒ
守〉ぃ

と
し
て
歎
じ
て
日
く

亨〉

長i

紀符
日を
1..¥-1 
I-Lj 

桓

胤に
巴
う
、

、ちら
す
も

が {f主
映
ら

、a 
t
-
-ノ
4

・

鏡
に
自

公
九
井

日、

-
J
 

-rι 
F
A
1
i
 

び〉

文
選
』

tJX 
，にρ

む 主宰

後
仲
文
の
姉
の
夫
し
ザて

で

内
↑

鏡
不

至

慨

然

歎

り

持
文し

)--

謂既

つ
く
に
及

と
い
う

よ

市

難

及

糞
悲
し
、

官
て
鏡
に

mm

て
い
る
。
な

ら
る
。
と
見

と
い
切
っ

草。
帝

益

凍

の
人
な
り
。

今
2
4

J
H円
1

F
4
n

，，av ま

檀 f中

陽
太

と

し
て
り
/
、
、
念
い
よ

を

益

江
流
「
雑
体
持
」
訳
投
〈
八
)
段
東
陥
(
興
鵜
)
仏
作
文
(
小
山
川

に
照
ら

よ

る。
⑤
績
鵠
秩
一
玄

御
林
致
協
、

以
不

最
が
と
宿
り
、

ノイ
i

w

i
〆
i
p
L
E
U
p
fの
指
重
な
る

し

失
色
9

人

の
ナ
加
を

日
に
し
て

ぷ

引

)

」

と後、

0) 

~ 
1主i
い聖
て徳、

後淵

人

を
失
う
。

由
り

秋
巴
」

と
し
て
引
か
れ
て
い
る

入。

祖

副!

仲
文
、棄
郡
投

下

範

之

被

、
以
佐
命
親糸
竹

不

不

(
悼
文

キ豆

後
に

し
て
、
遂
に
伏

し
て
難
及

パ
コ

、ブム

4

て
投

。

王
一
部
組
は

む

既
文敗

榛

日本

て
日
く

当

し
と j草

す

る
能

る

以
な
る;是

い
h

つ
一
ル
部
に
、

え
て
い

-enγ 
P
E
L
F
 

，an
!
2
2
 

。

に
次
の

千

?吉;

累

の
人
。

父
な〉

茎仲
ら
る
る
も
親
し

を
棄
て

び
、
引
き

士
ザ
こ

円
H
H
2
4
b
H

親
し
ま
る

も

礼

下

六
五
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な
し
。

び〉

グ〉

ら
ん
と
す
。

器
販
は

数
十
に
し

。る
こ
と
、 ノ¥

王

を
兼
ぬ
。

グ〉

き
に

し
み

/ 
¥ 

‘
〉
オ
ι

ム
f
u
v
一

E
ド
レ
ト
レ

を
窮
極
し
、

に
累

く

を
続
れ
、

;ま先
に

罪2

に
伏
す
)

て
い
る
。

二税
巻

lま

当主
巨ヨ

i中

を
引
い

と

『
太

に
出
く
も
の
と

し¥ ~土

人

物
グ〉

や
掻
々
の

投

る
が
若
し
。

侍
中
・
尚

沼
田
陽
秋ーノ

i
i
g
3
1
ι
v、
泊

宇

一

ρν

ロバ
A
ハυ
L
T
j

し、
。

三
十
四
・

V'-

需工二5
る。

で集
谷
) 1I 

八

文
選
紗
』

び〉

ヲi

「
『
紗
』

に
引
く
『
雑

で
あ
れ
ば
、

沈
約
のる
書
物
で

五
六

弁
}

内
ヴ
ハ
ノ

人

V

耳

/υ

ら
し

色ロ

で

る
と
の
判
断
はし
て
お
き

仲

文

一市

る
の
で

ず
」
十
品

専。

「
若
使

市川
l

r
a
4
1
l
 

i三i

才
不

せ

し

仲
文
を
し

てに

引
し1

て
し1

む

さ
お
れ
て
い
る

え

と
す
る
)
。

程

と
見
え

ざ
ら
ん
」
を
読
む

の
と
は
異

を
指

半

レ
し
い
w

つ
よ
う、
侍
亮

も
の
と
し
て
解
し
て

つ

書
ε= 

六
六
一
良

才

三三'
正ヨ

pムー，

広

も

日
く
、

「
若
しと

し

の
注
に
従
つし
て

の
注
に
は
、日
う

関
す
る

J

い
も

知
町

弘之口

01 
02 

【
畏
政
一

事夕日

iヨ
道

つ
い
て

の
九
錫

出

γ
f
A
-
1
-

「
3
ノ

f
T
a

び
£
ぃ
ロ

り

と
記
さ
れ

悠
々

旦以
也持!
日身

中
tJI¥ 
t虞

也
。
任
、
自

σ〉

:仲
「
九
錫

「
玄
九

之

、、、
J

口

し
ッ
r恥

日

也

日

所ぬ護

真

，出



任
意
所
適
而
観
望
万
物

也。

真
趣
、
道
也
。

言
組
懐
道
徳

来
於
目
中
。

音
決
、

並
緊
於
目
中
。
悠
々
然

毛
芸
の
詳
伝
に
日
う
、
十
卒
は
、
集
ま
る
な
り
と
口
方

言
に
日
う
、
殖
は
、
積
む
な
り
と
。
荘
子
に
臼
う
、
道
の
真
は
以
て

身
を
持
す
と
。
謝
霊
運
の
江
中
の
孤
棋
に
登
る
詩
に
日
う
、
真
を
薄

め
ど
も
誰
か
伝
う
る
を
為
さ
ん
と
、
と
。

紗
に
日
う
、
長
は
、
日
一
な
り
。
遊
は
、
行
く
な
り
。
任
は
、
自
得

の
意
。
所
翠
は
、
取
れ
ま
る
な
り
。
意
の
適
く
所
に
任
せ
て
万
物
を
観

目
中
に
緊
む
。
真
趣
は
、
道
な
り
。
道
徳
を
趨
懐
す
る
を
言

李
善
日
く

望
し
う
な
り
。

任
、
任
の
去
声
。
殖
は
、
粁
粉
の
反
と
。

劉
良
日
く
、
北
卒
は
、
来
ま
る
な
り
口
言
う
こ
こ
ろ
は
陵
震
に
万
物

を
観
、
並
び
に
目
中
に
緊
む
。
悠
悠
然
と
し
て
至
道
の
真
趣
を
菰
積

す
る
な
り
と
。

音
決
に
、

『

J
X
選
集
泣
』
江
流
「
雑
体
訪
」
訳
注
(
八
)
段
山
県
川
糊
(
興
嗣
)
仲
文
(
小
山
)

[
校
勘
]

O
李
善
日
こ
の
三
宇
佐
…
し
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
国
子
監
本
〉
、

「
善
臼
」
(
「
十
字
」
字
無
し
)
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
川
本
〉

O
道
之
真
以
持
身
「
道
之
真
以
治
身
」
〈
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

秀
州
本
・
建
州
本
〉

O
革
、
衆
也
「
十
卒
、

秀
州
本
〉

O
観
「
観
望
」
〈
陳
八
郎
本
明
州
本
秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
悠
々
然
「
悠
悠
」
(
「
対
」
字
無
し
)
〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本

秀
川
本
・
建
州
本
〉

O
也

こ

の

字

無

し

州
本
〉O
劉
良
日

「
良
日
」

(
「
劉
」
字
無
し
)

来

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本

〈
明
州
本
・
陳
八
郎
本

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
木
・
建
州
本
〉

「
毛
蓑
の
詩
伝
に
い
う
、
十
卒
と
は
、
集
ま
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
と
。
『
方
一
一
一
一
こ
に
い
う
、
越
と
は
、
積
む
と
い
う
こ
と
で

あ
る
と
。
『
荘
子
』
に
い
う
、
道
の
真
髄
と
は
身
を
養
う
こ
と
で
あ
る

「
江
中
の
孤
慨
に
登
る
詩
」
に
い
う
、

[
訳
]李
基
口
は
い
う

と
。
謝
霊
運
の

(
永
嘉
江
中
の

ハ
七
一
良
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六

島
を
め
ぐ
る
景
物
は
)
神
仙
世
界
に
連
な
る
真
理
を
内
包
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
を
伝
え
る
者
は
い
な
い
と
」
と
。

紗
に
い
う
、
「
田
辰
と
は
、
日
一
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遊
と
は
、
行
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
任
と
は
、
自
得
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

所
卒
と
は
、
緊
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
心
の
赴
く
ま
ま
に
任
せ

て
万
物
を
眺
め
や
り
、
自
の
う
ち
に
種
々
の
景
物
を
集
め
る
。
真
趣

と
は
、
道
の
こ
と
で
あ
る
。
道
徳
を
懐
中
に
積
み
上
げ
る
と
い
う
こ

と
を
い
う
の
で
あ
る
」

と

『
音
決
』
に
い
う

任
の
去
声
で
あ
る
。
殖
は

粁
粉
の

「
任
は

反
で
あ
る
」

と

劉
良
は
い
う
、

物
を
観
覧
し
、

「
ザ
卒
と
は
、

取
水
ま
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

朝
に
万

く
さ
ぐ
さ
の
景
物
を
自
の
中
に
集
め
、

の
ん
び
り
と

し
て
道
の
真
髄
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
」

と

在

ア
」
、

「
墓
門

①
毛
蔓
詩
伝
日
:
・
『
詩
経
』
国
風
・
陳
風
「
墓
門
」

有
梅
、
有
鵠
翠
止
。
夫
也
不
良
、
歌
以
訊
之
。
訊
予
不
顧
、
顛
倒
思

予
(
墓
門
に
梅
有
り
、
鵠
有
り
て
革
ま
る
。
夫
や
良
か
ら
ず
、
歌
っ

て
以
て
之
に
訊
ぐ
。
訊
ぐ
れ
ど
も
予
を
顧
み
ず
、
顛
倒
し
て
予
を
思

ハ
八
頁

(

全

二

章

中

の

第

二

章

)

第

二

句

に

対

す

る
毛
伝
に
は
、
「
鳴
、
悪
声
之
鳥
也
。
輩
、
集
也
(
坊
は
、
悪
声
の
鳥

な
り
口
草
は
、
集
ま
る
な
り
ご
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
墓
門
」
に
お
け

る
「
草
」
字
は
、
「
鵠
」
の
よ
う
な
具
体
的
な
特
定
の
対
象
に
つ
い
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
当
該
詩

以
外
の
作
品
に
目
を
配
る
な
ら
ば
、
活
尼
の
「
贈
侍
御
史
王
元
肌
」
(
巻

二
十
四
)
に
、
「
遊
鱗
翠
霊
沼
、
梅
翼
希
天
階
(
遊
鱗
霊
沼
に
革
ま

り
、
梅
翼
天
階
を
希
う
ご
と
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
集
ま
る

主
体
(
こ
こ
で
は
泳
ぐ
竜
)
が
明
示
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
任
防

「
贈
郭
桐
慮
、
出
渓
口
見
候
、
余
既
未
至
、
郭
伺
進
村
、
維
舟
久
之
、

郭
生
方
至
(
郭
桐
庫
に
贈
る
、
渓
口
を
出
で
て
候
せ
ら
る
る
に
、
余

既
に
未
だ
至
ら
ず
、
郭
は
仇
り
て
村
に
進
む
、
舟
を
維
ぐ
こ
と
之
を

久
し
く
し
て
、
郭
生
方
め
て
至
る
)
」
(
巻
二
十
六
)
に
は
、
「
望
久
方

来
十
卒
、
悲
歓
不
自
持
(
望
む
こ
と
久
し
く
し
て
方
め
て
来
た
り
革
ま

り
、
悲
と
歓
と
自
ら
持
せ
ず
ご
と
あ
り
、
集
ま
る
対
象
は
明
示
的
で

は
な
い
も
の
の
、
文
脈
上
、
任
耐
と
そ
の
友
人
で
あ
る
郭
時
の
避
遁

を
表
現
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
陸
機
「
擬
古
詩
十
二

首
」
〈
擬
行
行
重
行
行
〉
(
巻
三
十
)
に
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)¥ し
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い
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部
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を

い
h
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土
一
寸
こ
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円
H
H

，lu
，‘、一件四

で
あ
り

る。

色

鮮

あ
る
」

張

は
い
》
つ

子
を
い
い
、

考
え
て

い
る
。

包
広
雅
日

注
の

と号s
不中
の

て
秀
で
て
い

¥
ノ
フ
」

-

f

¥

)

び
寸
寸
省
、
し
ょ
J

か
な
花
が
樹

と

』
に
い
"
フ
、と

は『
広

と詩
築
臼ち顎1

5 不と
あ
り

Jま

と

し¥

室タ
「
珠
」
に
雅
読経
』
小

凡
そ

本
註
の

あ
る
。

を
い
う
。

ど
は

と
は
、
'て

る
グ〉し

は; し可

様
愛
で

る

魚

0) 

あ
る
」
と

る
。
恵
と

の
こ
と
で

と
で
あ
る

主主
Eコ

を
恵
に

当
笛
一
的

る-
の釈
が
正

だ
し

に
よ
る
)
。鳴
之
行

凡
今

人

兄
弟

び〉

)¥ 

γ 莫
」し

兄

ノ

ヘ

に
付
さ
れ

;ま

そ
の

グ〉

民、JJ
H
れ
ハ
ド

バ

υ
ム立一ロ

。〉

で

し
し、

汽
U

9

び〉

人

七
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
躍

f
y

一

一

唱

し

1
1

4
F
j
1

二
I
l
γ
ー
に
戸
，

J
l

一

!

i

。

当

作

附

。

都

足

也

。

得

華

之

光

明

、

則

締

純

然

盛

(
華
を
承
く
る
者
を
那
と
日
う
。
不
は
、
当
に
附
に
作
る
べ
し
。
附

は
、
都
足
な
り
。
華
の
光
明
を
得
れ
ば
、
則
ち
締
雑
然
と
し
て
盛
ん

な
り
ご
と
見
え
て
い
る
。
詩
は
、
専
に
花
び
ら
が
集
ま
る
様
子
を
も

っ
て
、
親
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
に
喰
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し

当
該
詩
に
同
様
の
比
輸
を
認
め
る
必
要
性
は
な
い
。

③
慧
為
恵
「
慧
」
と
「
恵
」
は
、
草
冠
の
有
無
を
異
に
す
る
だ

け
で
字
体
が
似
通
っ
て
お
り
、
ま
た
、
「
慧
色
」
「
恵
色
」
と
い
う
熟

語
に
つ
い
て
、
と
も
に
先
行
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
に
わ
か

に
は
定
め
が
た
い
。
「
慧
」
は
『
楚
辞
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
『
文

選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
い
え
ば
、
屈
原
「
離
騒
経
」
(
巻
三

十
一
二
、
同
「
九
歌
四
首
」
(
同
)
、
同
「
九
歌
二
首
」
(
巻
三
十
三
)
、

宋
玉
「
九
弁
五
首
」
(
同
)
、
同
「
招
魂
」
(
同
)
と
い
っ
た
作
品
に
「
惹
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
他
の
『
文
選
』
所
収
作
品
に
お
け
る
「
慧
」

字
の
用
例
も
少
な
く
な
い
。
一
例
と
し
て
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」
(
巻

八
)
に
、
「
除
以
緑
惹
、
被
以
江
離
(
除
う
に
緑
慧
を
以
て
し
、
被
ら

す
に
江
離
を
以
て
す
ご
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
、
「
張
揖
目
、

慈
、
薫
草
也
。
郭
瑛
山
海
経
目
、
慧
、
香
草
、

:
。
慧
は
、
薫
草
な
り
と
。

日
都
。

不、

j村

日
く
、

瑛

(
張
揖

山
海
経
に
日
う
、

蘭
属
也

は
、
香
草
、
蘭
の
属
な
り
と
ご
と
見
え
て
い
る
。
香
り
草
で
あ
る
「
慧
」

が
蘭
に
近
い
生
態
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
当
該
詩

に
い
う
と
こ
ろ
の
「
喬
樹
」
を
越
え
出
る
よ
う
な
高
い
位
置
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
と
解
釈
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
「
慧

色
」
の
語
は
江
掩
自
身
の
他
の
作
品
に
用
例
が
あ
り
、
そ
の
点
は
注

目
に
値
す
る
。
「
梁
王
兎
園
賦
」
(
『
芸
文
類
取
れ
』
巻
六
十
五
・
園
)
に

「
於
是
大
夫
之
徒
、
称
詩
而
帰
。
春
陽
始
晩
、
朱
華
未
稀
。
卒
逢
郡

都
之
女
、
慧
色
玉
質
。
締
裳
下
見
、
錦
衣
上
出
(
是
に
於
い
て
大
夫

の
徒
は
、
詩
を
称
え
て
帰
る
。
春
陽
始
め
て
晩
れ
て
、
朱
華
未
だ

稀
な
ら
ず
。
卒
に
師
郭
の
女
の
、
意
色
玉
質
な
る
に
逢
う
。
椅
裳

は
下
に
見
え
、
錦
衣
は
上
に
出
づ
ご
と
見
え
て
い
る
。
美
し
い
女
性

の
比
時
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
慧
色
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
て
み
る
と
、
江
掩
の
用
い
る
「
慧
」
が
蘭
に
属
す
る
具
体
的
な
特

定
の
植
物
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
く
、
ひ
い
て
は
当
該
詩
に
お

い
て
「
慧
」
と
「
恵
」
の
ど
ち
ら
が
適
当
か
に
つ
い
て
は
、
判
断
を

保
留
せ
、
ざ
る
を
え
な
い
。
あ
る
い
は
こ
の
場
合
は
、
二
字
の
聞
に
解

釈
上
の
偏
差
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
該
詩

以
外
の
「
雑
体
詩
三
十
首
」
中
に
「
慧
」
宇
の
用
例
を
求
め
る
と
す

「
古
離
別
」
に
、
「
不
借
惹
草
晩
、
所
悲
道
里
寒

華山

れ
ば

七
六
頁

(
慧
草
の
娩
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と

し

て

は

、

(

懐

徳

)

祭

」

に

「

崎

回

復

丘

嘘

、

葉

闘

緬

縦

横
(
崎
函
は
復
た
圧
境
、
葉
闘
は
緬
と
し
て
縦
横
)
」
(
全
二
十
四
句

中
の
第
五
・
六
句
)
と
見
え
て
い
る
D

こ
れ
は
濡
岳
「
征
西
賦
」
(
『
文

選
』
巻
十
)
の
「
葉
閥
緬
其
埋
尽
(
葉
闘
緬
と
し
て
其
れ
埋
尽
す
ご

と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
緬
」
字
に
つ
い
て

李
善
は
、
「
緬
、
尽
貌
也
(
緬
は
、
尽
く
る
貌
な
り
ご
と
注
を
付
し

て
い
る
(
詳
し
く
は
荒
井
樫
「
『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
注

一
王
侍
中
(
懐
徳
)
祭
」
(
『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
第
二
十
九
号
、

二

O
一
O
)
を
参
照
)
口
以
上
の
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、
用
例
数
こ
そ

少
な
い
も
の
の
、
江
流
は
「
雑
体
詩
三
十
首
」
に
お
け
る
「
緬
」
字

を
一
律
に
用
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、

殿
仲
文
「
送
東
陽
太
守
詩
」
(
『
芸
文
類
来
』
巻
二
十
九
・
別
上
)
に

は
、
「
虚
亭
無
留
資
、
東
川
緬
透
迩
(
虚
亭
留
賓
無
し
、
東
川
緬

か
に
透
迩
た
り
ご
と
い
う
よ
う
に
、
「
緬
」
字
、
か
「
遠
く
」
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
緬
」
字
以
外
の
共
通
項
が
少
な
い
た
め
、
確

定
的
な
こ
と
は
い
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
詩
句
が
江
流
の
念
頭

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
D

王
侍
i中

。

「
謝
臨
川
(
遊
山
)

(
桐
林
日
辰
霞
を
帯
び
、

「
雑
体
詩
三
十
世
田
」
中
の
一
首
で
あ
る

に
、
「
桐
林
帯
日
辰
霞

運」

石
壁
映
初
断

『
文
選
集
注
』
江
沌
「
緋
体
詩
」
訳
、
江
(
八
)
般
東
川
断
(
興
崎
)
仲
文
(
小
判
)

!
)
十
九
什
は
ん
J」

初
断
に
映
ず
)
」
(
全
二
十
八
句
中
の
第
九
・
十
句
)

れ
て
お
り
、
後
半
の
句
は
当
該
詩
の
第
八
句
と
語
句
が
類
似
し
て
い

る
。
当
該
詩
の
句
に
つ
い
て
李
善
が
し
ば
し
ば
謝
霊
運
の
詩
を
引
い

て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
該
詩
は
各
所
で
謝
詩
を
意

識
的
に
踏
ま
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
以
上
に
述
べ
た
雑
体
詩
中
の
二

句
の
類
似
も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

Ei辛_.-

と
一
一
諒
じ
ら

9

0

 

ハυ
1
1

{
埜
情
無
余
浮

払
衣
釈
塵
務
}

太
子
善
目
、
広
雅
目
、
堂
、
磨
也
D

説
文
日
、
淳
、

也
。
左
氏
伝
目
、
叔
郷
向
払
衣
従
之
也
。

紗
目
、
堂
、
磨
飾
也
。
荘
子
云
、
人
之
去
械
累
、
若
鏡
之
見
磨
飾
。

釈
、
散
也
D

又
云
、
棄
也
。
塵
、
俗
事
。
ヰ
一
一
口
出
俗
事
昏
暗
之
中
也
。

音
、
盤
、
鳥
隈
反
。
或
為
笠
間
。
淳
、
側
擬
反
。

時
d
吋
司
、
堂
、
磨
。
淳
、
機
也
。
司
討
材
汁
叫
材
、
笠
磨
浮
織
而
解

塵
俗
之
事
也
。

澱
也
。

謂
都
械

雪歪
工E三石

十
字
善
臼
く
、

広
雅
に
日
う
、
堂
は
、
磨
く
な
り
と
口
説
文
に
日
う
、

七
九
一
良



筑
波
中
沼
文
化
論
議

は
、
澱

衣
を
払
い

に
日
う
、
り
と
。

を

と
、
鏡
の

る

又
云
W7、

つ
る
な
り
と

づ
る
安

う
な
り
と
む

(
決
)
?
」
、

額1]

く接
、 0)

と
埜

て
、
宰
擁

く

勘

善
日

0) 

明

Mm

州
本
・

0
・

祖

の

字

無

し

.
秀
川
本
・
建
何
本
〉

叔
蕎
払
衣
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を
磨
き
上
げ
、

世
俗
の
煩
雑
さ
か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
い
う
こ
と
を

。
ル」

詠
じ
て
い
る
」

[
注
]①
広
雅
日

る。

『
広
雅
』
巻
三
上
・
釈
詰
に
該
当
す
る
記
述
が
あ

也
。②

よ人説
7K文
日

ぺ「
→壬
ゴコ

『
説
文
解
字
』
第
十
一
篇
上
・
水
部
に
、

し
た
が

(
浮
は
、
澱
な
り
。
水
に
払
う
、
宰
の
声
ご J宰

あ
る
。③
左
氏
伝
日
:
・
『
春
秋
左
氏
伝
』
嚢
公
二
十
六
年
の
伝
に
李
善

の
引
く
一
節
が
あ
る
。
晋
の
叔
向
は
、
使
者
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
子

朱
に
詰
め
寄
ら
れ
て
、
そ
れ
へ
の
返
答
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
た

と
い
う
。
「
叔
向
日
、
「
秦
・
正
日
不
和
久
夫
。
今
日
之
事
、
幸
而
集
、

晋
国
頼
之
。
不
集
、
一
二
軍
暴
骨
。
子
員
道
二
国
之
言
無
私
、
子
常
易

之
。
姦
以
事
君
者
、
五
口
所
能
御
也
」
。
払
衣
従
之
。
人
救
之
(
叔
向
日

く
、
「
秦
・
晋
和
せ
ざ
る
こ
と
久
し
。
今
日
の
事
、
幸
い
に
し
て
集

ら
ば
、
晋
国
之
に
頼
ら
ん
。
集
ら
ず
ん
ば
、
三
軍
骨
を
暴
さ
ん
。

子
員
は
二
国
の
言
を
道
い
て
私
無
く
、
子
は
常
に
之
を
易
う
。
姦
に

し
て
以
て
君
に
事
う
る
者
は
、
吾
能
く
御
ぐ
所
な
り
」

と

衣
を
払

『
文
選
集
注
』
江
流
「
雑
体
詩
」
訳
出
(
八
)
段
東
陽
(
興
一
明
)
仲
文
(
小
旧
)

人
之
を
救
う
)
」
。
簡
単
に
意
見
を
変
更
す
る
子
朱

に
は
、
重
要
な
外
交
の
使
者
を
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
「
払
衣
」
に
つ
い
て
、
「
正
義
」
に
は
、
「
払
者
、

披
迅
之
義
、
以
其
将
闘
、
知
払
衣
即
袋
裳
也
。
対
則
上
衣
下
裳
、
散

則
可
以
相
通
、
故
以
表
裳
解
払
衣
(
払
う
と
は
、
披
く
こ
と
迅
き
の

義
、
其
の
将
に
闘
わ
ん
と
す
る
を
以
て
、
衣
を
払
う
は
即
ち
裳
を
塞

ぐ
る
な
る
を
知
る
な
り
。
対
は
則
ち
上
衣
下
裳
、
散
な
れ
ば
則
ち

以
て
相
い
通
ず
可
し
、
故
に
裳
を
塞
ぐ
る
を
以
て
衣
を
払
う
を
解
く
ご

と
い
う
。
闘
う
姿
勢
を
示
す
た
め
に
衣
服
を
素
早
く
ま
く
る
こ
と
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
G

『
春
秋
左
氏
伝
』
の
用
例
が
、
怒
り
の
感
情
を
伴

う
仕
草
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
該
詩
の
直
接
の
出
典
と
は
考
え
に
く

い
。
『
文
選
』
中
の
他
の
作
品
に
も
「
払
衣
」
の
語
は
見
受
け
ら
れ
る
。

祖
の
謝
玄
に
つ
い
て
述
べ
た
謝
霊
運
「
述
祖
徳
詩
二
首
」
〈
其
二
〉
(
巻

十
九
)
の
末
尾
の
六
句
に
、
「
高
裡
七
川
外
、
払
衣
五
湖
裏
。
随
山
疏

溶
揮
、
傍
巌
菰
粉
梓
。
遺
情
捨
塵
物
、
貞
観
丘
叡
一
一
士
一
大
(
高
く
七
州
の

外
に
揖
し
、
衣
を
五
湖
の
裏
に
払
う
。
山
に
随
い
て
溶
澄
を
疏
し
、

巌
に
傍
い
て
粉
梓
を
抗
う
。
情
を
遺
れ
て
塵
物
を
捨
て
、

を
貞
観
す
)
」
(
全
二
十
句
)
と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
沼
義
が
身
を
退
け
た
五
湖

い
て
之
に
従
う
。

澱シ」

丘
叡
一
一
の
美

(
H
太
湖
)

衣
服
を
払
っ
て

へ
と
去
り
、

俗
情
を

八
一
頁
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余
が
皇
祖
を
伯
陽
と
日
う
と
。
謝
霊
運
の
山
中
を
憶
う
の
詩
に
日
う
、

性
を
得
る
は
外
に
求
む
る
に
非
ず
と
、
と
。

紗
に
日
う
、
仲
文
此
の
語
を
発
寸
る
は
、
己
の
但
玄
に
助
け
ら

れ
ず
、
忠
言
を
以
て
諌
む
る
も
得
、
ざ
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
欲
す
る

な
り
。
故
に
道
教
を
守
る
を
云
う
。
山
一
旦
外
に
世
事
の
栄
華
を
慕
う
可

け
ん
や
。
玄
は
、
道
な
り
。
風
は
、
教
え
な
り
。
仲
文
出
だ
さ
れ

て
東
陽
太
守
と
為
り
、
士
山
を
得
ず
、
故
に
此
の
ニ
一
一
口
を
発
す
る
な
り
と
。

李
周
翰
日
く
、
仁
為
る
道
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
我
が
身
の
玄
遠
の

風
に
従
う
。
宣
外
に
在
り
て
慕
い
て
之
を
得
ん
や
と
。

[
校
勘
]
O
李
善
日
こ
の
三
宇
無
し
〈
尤
刻
本
・
胡
刻
本
・
因
子
監
木
〉
、

「
善
日
」
(
「
李
」
字
無
し
)
〈
明
州
本
・
秀
川
本
・
建
州
本
〉

。
又
何
怨
平
「
又
何
怨
」
(
「
乎
」
字
無
し
)
〈
建
州
本
〉

。
李
周
朝
日
「
翰
日
」
(
「
李
周
」
の
字
無
し
)
〈
陳
八
郎
本
・
明

州
本
・
秀
川
本
・
建
川
本
〉

。

之

也

こ

の

こ

字

無

し

〈
陳
八
郎
本
・
明
州
本
・
秀
州
本
・
建

リ十|

本

『
文
選
集
住
』
江
流
「
雑
体
十
日
」
訳
注
(
八
)
一
段
京
防
(
興
酬
明
)
仲
文
(
小
山
)

[
訳
]李
基
口
は
い
う
、
「
『
論
語
』
に
い
う
、
仁
を
求
め
て
を
獲
得
し
た

の
だ
か
ら
何
を
怨
め
し
く
思
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
。
『
漢
書
』
に
濯

嬰
が
い
う
、
侯
の
爵
位
は
自
ら
求
め
て
え
た
も
の
で
あ
る
と
。
玄
風

と
は
、
道
の
こ
と
を
い
う
。
李
充
の
「
玄
{
一
ボ
賦
」
に
い
う
、
玄
学
の

風
潮
を
受
け
継
い
だ
後
荷
を
思
慕
し
、
我
が
但
先
を
伯
陽

(
H
老
子
)

と
い
う
と
。
謝
霊
運
の
「
道
路
に
て
山
中
を
憶
う
」
詩
に
い
う
、
本

性
の
獲
得
は
外
界
に
求
め
る
も
の
で
は
な
い
と
」
と
。

紗
に
い
う
、
「
段
仲
文
が
こ
の
句
を
詠
じ
た
の
は
、
自
分
は
桓
玄
の

助
け
を
え
ら
れ
ず
、
忠
言
に
よ
っ
て
諌
め
た
も
の
の
、
そ
れ
も
取
り

上
げ
て
は
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
道
の
教
え
を
守
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ど
う
し
て
外
界
の
世
間
的
な
栄
華
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
な
ど

が
あ
ろ
う
か
。
玄
と
は
道
で
あ
り
、
風
と
は
教
え
を
指
し
て
い
る
。

股
仲
文
は
左
遷
さ
れ
て
東
陽
太
守
と
な
り
、
志
を
果
た
せ
な
か
っ
た

た
め
に
こ
う
し
た
詩
句
を
詠
じ
た
の
だ
」
と
。

李
周
翰
は
い
う
、
「
仁
で
あ
る
こ
と
の
道
を
求
め
る
な
ら
ば
、
自
身

の
内
側
に
あ
る
玄
妙
な
風
趣
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
外
界
に
思
い
を

令
官
せ
て
仁
を
得
よ
う
と
す
る
必
要
な
ど
な
い
で
は
な
い
か
」
と
。

八
三
頁
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し
め
て

掠

り

生

き

と。

乃
ち

を
出
だ

嬰
は
、

か

ば

う
v

び〉

で
あ
る
か
ら

〈
其
二

と

して
てし 1
.はる
♀、の
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=苛l

文
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用
開
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冒
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に天

こ
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波
中
国
文
化
論
誰

第
三
十
五
号

一一

O
一
六

煩
重
、
以
類
相
従
、
分
作
四
部
。
甚
有
条
貫
、
秘
閣
以
為
永
制
(
時

に
子
い
て
典
籍
混
乱
す
。
充
煩
重
を
捌
除
し
、
類
を
以
て
栴
い
従

い
、
分
か
ち
て
四
部
と
作
す
。
甚
だ
条
貫
有
り
て
、
秘
閣
以
て
永
制

と
為
す
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
『
晋
元

帝
書
目
』
に
お
い
て
四
部
分
類
の
順
序
(
経
部
・
史
部
・
子
部
・
集

部
。
李
充
自
身
は
そ
れ
ぞ
れ
を
甲
・
乙
・
丙
・
丁
と
名
づ
け
て
い
た
)

を
定
め
た
。
ま
た
、
同
じ
く
本
伝
に
、
「
充
注
尚
書
、
及
周
易
旨
六
篇
、

釈
荘
論
上
下
二
篇
、
詩
賦
表
煩
等
雑
文
二
百
四
十
首
、
行
於
世
(
充

尚
書
に
注
し
、
及
び
周
易
旨
六
篇
、
釈
荘
論
上
下
二
篇
、
詩
賦
表

頒
等
雑
文
二
百
四
十
首
、
世
に
行
わ
る
ご
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
儒
家
か
ら
道
家
ま
で
幅
広
く
古
典
を
学
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
賦

の
題
に
い
う
「
玄
宗
」
は
、
例
え
ば
王
倹
「
格
淵
碑
文
井
序
」
(
『
文

選
』
巻
五
十
八
)
に
「
砂
砂
玄
宗
、
萎
十
妻
辞
翰
(
砂
砂
た
る
玄
宗
、

萎
萎
た
る
辞
翰
ご
と
あ
り
、
李
周
翰
は
「
玄
{
一
示
、
道
也
(
玄
宗
は
、

道
な
り
)
」
と
注
を
付
し
て
い
る
。
賦
中
に
い
う
「
伯
陽
」
は
老
子
。

応
竣
「
与
満
公
政
書
」
(
『
文
選
』
巻
四
十
二
)
に
、
「
夫
淳
渠
西
有
伯

陽
之
館
、
北
有
瞬
野
之
望
(
夫
れ
津
渠
は
西
に
伯
揚
の
館
有
り
、
北

に
磯
野
の
望
有
り
ご
と
あ
り
、
李
善
注
に
、
「
伯
陽
、
即
老
子
也
(
伯

陽
は
、
即
ち
老
子
な
り
ご
と
見
え
て
い
る
。
韻
文
に
お
け
る
「
玄
風
」

i
、
、
」
¥
苛
コ
、

l
/

一/一
ELf

の
語
の
先
行
用
例
と
し
て
、
李
善
は
李
充
の
賦
を
引
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
道
家
的
な
発
想
に
基
づ
く
語
葉
を
詩
語
と
し
て

定
着
さ
せ
る
の
が
、
江
流
の
作
風
の
顕
著
な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
点

に
つ
い
て
は
、
高
橋
和
巳
「
江
掩
の
文
学
」
(
『
高
橋
和
巳
作
品
集
九

中
国
文
学
論
集
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
)
に
指
摘
が
あ
る
。

⑤
謝
霊
運
憶
山
中
詩
日
・
:
謝
霊
運
「
道
路
憶
山
中
(
道
路
に
て

山
中
を
憶
う
ご
(
『
文
選
』
巻
二
十
六
)
に
、
「
得
性
非
外
求
、
自
己

為
誰
纂
(
性
を
得
る
は
外
に
求
む
る
に
非
、
ず
、
自
ら
巳
む
の
み
に
し

て
誰
が
為
に
か
纂
が
ん
)
」
(
全
二
十
二
句
中
の
第
十
一
・
二
句
)
と

詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
李
善
は
次
の
よ
う
に
注
を
付
し
て
い
る
。
「
一
一
一
一
口
得

性
之
理
、
非
在
外
求
、
取
足
自
止
、
為
誰
之
所
継
哉
。
言
不
為
人
之

所
継
也
(
二
一
一
口
う
こ
こ
ろ
は
性
を
得
る
の
理
は
、
外
に
求
む
る
に
在
る

に
非
ず
、
足
る
を
取
り
て
自
ら
止
め
、
誰
が
為
の
継
ぐ
所
な
ら
ん
や
。

言
う
こ
こ
ろ
は
人
の
為
の
継
ぐ
所
な
ら
ざ
る
な
り
ご
。

⑤
玄
遠
奥
深
い
様
子
。
『
晋
書
』
巻
四
十
九
・
院
籍
伝
に
、
「
籍

雌
不
拘
札
教
、
然
発
言
玄
遠
、
口
不
滅
否
人
物
(
籍
礼
教
に
拘
ら
、
ず

と
雄
も
、
然
る
に
言
を
発
す
る
こ
と
玄
遠
に
し
て
、
口
に
人
物
を
戚

否
せ
ず
ご
と
あ
る
。
な
お
、
『
世
説
新
語
』
徳
行
篇
な
ど
に
も
、

の
語
を
含
ん
だ
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

「
十
ぷ

凍日」
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